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1 はじめに

近年、地球上の多くの地域の気象観測データがWeb

上で閲覧可能になり、これらの大規模な気象観測デー

タに基づいてデータマイニング的手法により、地球環

境変化の状況を分析するという研究が注目されはじめ

ている。本研究では、各地の平均気温や平均降水量の

ような気象観測データに基づいて、新たな地球の気候

区分を抽出する手法を提案する。ただし、提案する気

候区分は、従来のものとは異なり、年ごとに抽出され

るものであり、気温や降水量のような気象観測値の平

年からの異常に基づくものである。より詳しく言えば、

ある年の気候区分の抽出においては、その年における

気象観測値が平年とどのように異なるかを調べ、その

パターンが類似している地域を同じ気候区分に属する

ようになされる。提案手法では、気象観測データから

可変バンド幅ミーンシフト法 [1]に基づいて各地域の

特徴的な期間を検出し、それらの類似性に従い地域を

Newman法 [2]によりクラスタリングして気候区分を

抽出する。アメダスによる日本各地の気象観測データ

を用いた実験により、提案手法の有効性を検証する。

2 モチベーション

気候は、気温や降水量などの気象データに基づいて、

ある特定された地理的に連続した地域（気候区）の大

気の平均状態を表わしており、異なる気候区の長期的

な気候の特徴を把握する上で、重要な役割を果たして

きた。しかし、近年、異常気象が次々に報告されてお

り、特に、ここ数年は毎年異常気象が報告されている。

この原因として、地球温暖化の影響が指摘されている

ものの、長期的には氷河期に向かっているとする仮説

や、太陽活動に依存した一時的な寒冷期としてマウン

ダー極小期に突入しているという仮説など、気候が不

安定な時期を迎えている可能性があるため、従来の長

期的な傾向に着目した気候区分では、異なる地域に関

する気候上の特徴の違いを把握し難い状況が続く可能

性がある。また、平年より極めて暑い時期だけでなく、
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極めて寒い時期もあり、さらには、１年を通じて平年

より暑い、もしくは寒い場合や、平年より暑い時期や

寒い時期が混在する場合もあり得るため、各地域がど

のような異常の傾向を示すかを掌握しにくい状況にも

なっている。そこで、本研究では、従来の気候区を重

視せず、同様の異常傾向を示す地域の分布を可視化す

ることで、異なる地域の異常さの比較分析を行うため

の分析手法を提案する。

3 提案法

3.1 特徴量

観測地域の集合を {R1, · · · ,RN}とする。地域 Rnにお

ける y年の第 t日目の気象観測値を Xn,y(t)とし、その

平年値を S n(t)とする。平年より高い場合に対する特徴

量 Hn,y(t)と低い場合に対する特徴量 Ln,y(t)を次のよう

に定義する。

Hn,y(t) =

⎧
⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎩

Xn,y(t) − S n(t) (Xn,y(t) > S n(t))

0 (otherwise)

Ln,y(t) =

⎧
⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎩

S n(t) − Xn,y(t) (Xn,y(t) < S n(t))

0 (otherwise)

3.2 シーズン分解

各地域 Rnに対して、Hn,y(t); {t = 1, · · · , 365}に可変バ
ンド幅ミーンシフト法 [1]を適用することにより、Rnに

おける y年の分解を求める。これを Hシーズン分解と

呼ぶ。同様に、Ln,y(t); {t = 1, · · · , 365}から、Rnにおけ

る y年の分解を求める。これを Lシーズン分解と呼ぶ。

3.3 クラスタリング

各年において、地域 Rn と地域 Rm の H シーズン分

解類似度と Lシーズン分解類似度を、それぞれ、Rnと

Rm の H シーズン分解の Micro Averaged Precision と、

Rnと Rm の Lシーズン分解のMicro Averaged Precision

により定義する。各年において、Newman法 [2]を適用

することにより、観測地域を、H シーズン分解類似度

に基づいてクラスタリングしたものをその年の H気候

区分と呼び、Lシーズン分解類似度に基づいてクラス

タリングしたものをその年の L気候区分と呼ぶ。
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図 1: QH の分布
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図 2: QL の分布

4 実験

4.1 実験データ

実験には、アメダスにおける 1日の平均気温データ

(1981年～2010年)を用いた。観測地域数 N は N=222

である。

4.2 実験結果

1981年から 2010年までの各年に対して、平均気温

データに基づいた日本の H気候区分と L気候区分を抽

出した。そして、観測地域の各ペア (Rn,Rm)に対し、そ

れらの H気候区分が一致した年数 QH と、それらの L

気候区分が一致した年数 QL を求めた。QH と QL の分

布を、それぞれ図 1と図 2に示す。QH が最大値 29と

なったのは種子島内の 2地点であり、QLが最大値 30と

なったのは旭川市内の 2地点であった。これらのよう

に、多年にわたり同じ H気候区分や同じ L気候区分に

属する観測地域のペアは、近接しているものが多かっ

た。そこで、距離が 500km以上離れている観測地域の

ペア全体の集合U500 に対して、QH および QL を調べ

た。U500 内での QH および QL に関するランキング結

果を、それぞれ表 1および表 2に示す。例えば、800km

以上も離れた観測地域ペアが、30年中 19回も同じ H

気候区分や L気候区分に属していることが観察される。

すなわち、H気候区分と L気候区分という観点を用い

ることで、距離が離れていても、同様な気象異常性を

もつ地域ペアの抽出が可能となった。また、観測地域

ペアにおいて、QH が大きくても QLが大きいとは限ら

ないし、逆もそうであることが観察される。気象異常

表 1: U500 内での QH に関するランキング結果
観測地域ペア QH 距離 (km) QL

佐倉 (千葉)-津山 (岡山) 20 556 11
広尾 (北海道)-七尾 (石川) 19 828 9
山形-岡山 18 733 11
山形-松山 (愛媛) 18 870 11
浪江 (福島)-岡山 18 713 11
小野新町 (福島)-呉（広島） 18 802 7
小名浜 (茨木)-宇和島 (愛媛) 18 835 9
北茨城-新宮 (和歌山) 18 559 10
北茨城-潮岬（和歌山） 18 578 11
静岡-油津（宮崎） 18 729 10

表 2: U500 内での QL に関するランキング結果
観測地域ペア QL 距離 (km) QH

岩見沢 (北海道)-御前崎 (静岡) 19 1018 5
大間 (青森)-御前崎 (静岡) 19 802 5
八丈島（東京）-松山（愛媛） 19 636 12
諏訪（長野）-福江 (長崎) 19 955 8
御前崎（静岡）-浜田（島根） 19 551 7
穂別（北海道）-御前崎（静岡） 18 967 9
白馬（長野）-福江 (長崎) 18 930 8
松本（長野）-宇和島（愛媛） 18 581 12
松本（長野）-大分 18 654 8
静岡-島原（長崎） 18 763 10

性について調べるとき、平年よりも高いという異常性

と、平年よりも低いという異常性とを分けて考えるこ

との有効性を示唆している。

5 まとめ

気象観測データに基づいて、異常性の観点から気候

区分を抽出する手法を提案した。日本各地の 30年間の

気温データを用いて、その有効性を検証した。特に、地

理的に近い地域ペアだけでなく、離れている地域ペア

でも同様な気象異常性をもつものが存在することを示

した。今後は、降水量など様々な気象データを組み込

むとともに、地球規模で提案法の有効性を検証してい

く予定である。
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